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日本およびドイツにおける文化遺産としての言語 

 1990 年代にユネスコの主導で、存続が脅かされているすべての言語を把握し、文化遺産とし

てその保護を奨励しようという運動がスタートしたが、それはさまざまな 国家における少数言

語に関する国際的論議の口火を切るものであった。その議論の中で人々は、国家における言語の

多様性に関し、しばしば新たな、ときに驚くような認識に至っている。それが再び裏付けるのは、

言語は国家的な文脈において、イーミック的（文化相対的）かつ政治的な現象となるということ

である。これは一般言語学の関心事ではないかもしれないが、圧倒的多数の言語学者が、20 世

紀になって、言語に関するこういった捉え方を全力で推し進めてきた。ナショナリズムに動機づ

けられた言語概念化は、むろんまた言語的少数派の関心事とはなりえない。少数派の言語や文化

は、不平等な力関係を支えるために、イデオロギー的かつ機能的に徐々に弱体化させられるから

である。さらにそれは、21 世紀における先進国の関心事にもなりえない。なぜなら言語的・文

化的同質性を求めるイデオロギー的な要求は、異文化間の共生や国際関係にとってひとつの障害

となるからである。それにも関わらず、多くの国家にとって、自らの言語ナショナリズム的なイ

デオロギーを克服し、その土地に根付いている言語の多様性を受け入れるのは、相変わらず困難

なことである。乖離したこの展開の原因は、とりわけそれぞれに異なった近代化の道筋の中にあ

る。ドイツは、日本の言語的近代化に際して手本の役割を果たしたが、ドイツおよび日本の少数

言語に関する現在の状況は、非常に異なっている。この講演が問題として提示するのは、とりわ

けこの点に関する日本の現在の諸問題であり、将来に向けての展望も試みてみたい。 
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